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VITUS AUDIO 日本総輸入元

From Denmark

【入力】
　入力系統
　入力感度
　入力インピーダンス
　

： 3 = XLR / 2 = RCA
： 2、4または8V RMS
： XLR = 10KΩ / RCA = 10KΩ
　 (RIAAモジュール非搭載時)

【寸法】
　サイズ (幅x高さx奥行き)
　重量
　標準色

： 435x130x430 mm
： ～24Kg
：シルバー、ブラック、ホワイト、
　シャンパン

【出力】
　出力系統
　
　出力インピーダンス
　周波数レスポンス
　SN比
　全高周波歪み＋ノイズ

： 2 = XLR/RCA(切換可能)
　　/1バッファードバイパス(RCA)
： RCA=75Ω / XLR=75Ω
： DC to +800ｋHz
： >110dB
： 0.01％以下

【消費電力（RMS）】
　スタンバイ
　操作時

： 30W
： 30W

【ボリュームコントロール】
　タイプ
　ゲイン

： リレー制御固定抵抗ネットワーク
： RCA -91.5dB to +18dB
　 XLR -91.5dB to +18dB

●仕様内容●

※日本向けカスタムデザイン 100V 電源トランス搭載

※仕様、外観等は、予告なしに変更される場合がございますので、予めご了承ください。

ヴィタス ・ オーディオ

Vitus Audio 製品は一般的な音楽表現の水準を超越した音楽的パフォーマンスをお約束します。 弊社ではお客様に末永くご愛用頂けますよう願っております。

Vitus Audio は技術論や測定値よりむしろ音楽的パフォーマンスを重視しています。 大多数のメーカーは既成理論に固執しがちですが Vitus Audio は常に限界に挑み未体験の領域を

切り開いています。 Vitus Audio が用いている技術の多くは、 それまで 「到底不可能」 と考えられてきましたが、 今日では世界中の多くのリスナーや評論家を納得させています。

Vitus Audio はいかなる場合においても新しいトポロジー （位相幾何学） を製品に採用する際、 事前に外部のリスニングパネリストによる入念な審査を行うことにより、

音楽的パフォーマンスの適切で確固たる水準を確保しています。 一般的に多くのハイエンドアンプは癖のない、 きめ細やかで、 ダイナミックな再生を達成する一方で音楽の活力を

失いがちですが、 Vitus Audio はそういった欠点を克服した次世代アンプメーカーだと自負しています。 Vitus Audio の真骨頂であるより解像度の高い開放的なサウンドを

達成することにより、 驚くほどの深さと広がりを持つサウンドステージを展開し、 申し分ない静けさを再現可能にしました。 よりアーティストに近づいたと言えるでしょう。

Vitus Audio のアンプは特定の周波数に焦点を当てることはありません。 高域や低域を強調することなく、 中域を明瞭に保ちながら、 「自然な存在感」 を再現します。 Hans Ole Vitus

シグネチャー ・ シリーズ

今日まで Vitus Audio のシグネチャー ・ シリーズは、 他ではほとんど成し遂げることができない方法でまさに音楽の本質を捕らえ続けています。 同様に多くの音楽ファンの心を奪い、

Vitus Audio はこのシリーズに自らの名前を付すことに大変誇りを持っています。 Vitus Audio シグネチャー ・ シリーズは偏りのない音楽再生に専念し製造された真のハイエンド ・

シリーズです。 細部に亘り注意深く案出されており、 判断は開発中に （単なる測定値ではなく） 純粋な試聴テストを基に下されます。

長期に亘りご愛用頂けるよう、 品質を確実なものにする最高の素材のみを採用しております。

SL-100、 SL-101 の後継機 SL-102 トゥルー ・ バランス ・ ラインステージが完成しました。 新しいフラッグシップ ・ モデルの開発に長い年月を費やした後、 SL-101 の後継機への

本格的な考察が必要になったことは、 明白でした。 フラッグシップ ・ モデルの開発において、 Vitus Audio は、 パフォーマンスにおける改善がそれほどまで劇的なものになろうとは

思っていませんでした。 極小パーツを含む全ての精製に費やした時間は想像も及ばない膨大なものでしたが、 それに十分値する成果をあげることができ、 結果として、 SL-102 は

もはや SL-101 のアップグレード ・ バージョンとは言えなくなりました。 フラッグシップ ・ モデルの開発を通して得られたテクノロジーに基づく全く新しい設計になったからです。

現在、 シグネチャー ・ シリーズで考えられる最高のパフォーマンスを披露します。

SL-102 にはボリュームをコントロールするために一連の固定抵抗ネットワークが使用されており、 その抵抗ネットワーク間を切り替えるためにリレーが使用されています。

それは、 各ボリューム ・ ステップにつき 1 つの固定抵抗が信号経路と直列に繋がる仕組みです。 その仕組みによって、 従来のデジタル及びアナログ可変抵抗器と比べ、

優勢な音質を提供してくれます。 Vitus Audio の他のラインステージ同様に、 固定ボリューム機能が実装されています。 マルチチャンネル ・ システムの中で使用される場合、

これは外部サラウンド ・ プロセッサーによる完全なボリューム管理を可能にします。


